機密保持に関する覚書

パナソニック株式会社 フォーマット標準室（以下甲という）及び**御社名（部署名）**（以下乙という）とは、甲が CSS Procedural Specification 6.2.2.2項 (2) で規定される DVD-ROM Drive のRe-initialization を行う Re-initialization Disc, DVD-RI100（以下目的物という）を乙に提供するにあたり、次のとおり確認します。

	第1条
	乙は、甲が別途書面で同意しない限り、CSS Procedural Specification 6.2.2.2項 (2) で規定される DVD-ROM Drive の Re-initializationを目的としてのみ目的物を使用し、それ以外の目的に使用してはならないものとします。


	第2条
	乙は、CSSライセンス契約を締結し、目的物の使用にあたっては本覚書ならびにCSSライセンス契約の遵守を履行するものとします。


	第3条
	乙は、甲から提供された目的物を複製、改変してはならないものとします。


	第4条
	乙は、目的物より知得した情報を機密として保持し、甲の事前の書面による承諾を得ることなく、第三者に開示、漏洩等しないものとします。


	第5条
	乙は、提供された目的物を使用する必要のある自己の役員、使用人に対してのみ使用させるとともに、使用した役員、使用人が在職中はもちろんのこと、退職後も本覚書にもとづき乙が負担する義務と同一の義務を履行させることを甲に保証します。


以上の覚書を証するため本書2通を作成し、甲乙記名捺印のうえ各1通を保有するものとします。

2008年 ** 月 ** 日

	甲：
	大阪府門真市松生町1番15号

パナソニック株式会社

フォーマット標準室
	
	印


	乙：
	
	
	印


　

